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ヒ
つ
瀬
と
ド
つ
瀬
に
居
り
て
を
り
を
り
に

　
呼
び
交
は
し
つ
つ
　
父
と
釣
り
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

東
目
土
鄙
＋
ヶ
町
村
奄
飛
豪

し
て
営
々
の
運
亭
i
暫
ノ

　
八
月
三
十
日
、
本
町
で
第
三
十
七
回

東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
の

開
会
式
で
、
東
郷
町
選
手
団
の
主
将
を

つ
と
め
た
仲
深
の
寺
田
新
一
さ
ん
が
、

力
強
く
堂
々
と
選
手
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。
　
　
（
五
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
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「町報とうこう」は再生紙を使用しています＠
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圏念記忌

－㎡ノ祭水牧
前
夜
祭

　
本
年
は
、
若
山
牧
水
の
七
十
回
忌

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
牧
水
祭
の
前
夜

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
牧
水
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
前
に
は

午
後
四
時
頃
か
ら
観
客
も
訪
れ
、
商

工
会
、
青
年
の
出
店
や
、
ふ
る
さ
と
市

場
に
は
焼
鳥
屋
や
特
産
品
な
ど
が
並

べ
ら
れ
祭
り
の
雰
囲
気
も
次
第
に
盛

り
上
が
り
、
開
演
後
は
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
は
午
後
五
時
半
か
ら
開
演

さ
れ
ま
し
た
が
、
山
陰
保
育
園
の
ち

び
っ
子
太
鼓
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

り
、
続
い
て
、
坪
谷
の
子
供
臼
太
鼓
踊

り
、
福
瀬
の
子
供
神
楽
、
鶴
野
内
の
臼

禽
▼
σ

門
鑑
（
．
観
ご

三
二
磁

屠
雫
．
巾

　
　
　
襲聡

ゾ冨
あ
・’

三
野

▲坪谷の子供臼太鼓踊り

太
鼓
踊
り
、
民
謡
・
舞
踊
、
朗
詠
、
冠

太
鼓
な
ど
町
内
の
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
芸
能
発
表
後
は
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
澄
み
き
っ
た
坪
谷
の

夜
空
に
描
か
れ
る
色
と
り
ど
り
の
模

様
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
し
ば
し
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

羅
顧

＼
幽＼

・
●
甲

、

▲福瀬の子供神楽
▲オープニングのちびっ子太鼓

胤麟編　　　　　罵q
▲商工会・青年の出店　　　▲フィナ＿レを飾った冠太鼓のみなさん　　　▲民謡で得意ののどを櫨

　　　★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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十七水牧山若

第四十八回

牧
水
祭

　
牧
水
祭
を
九
月
の
第
二
日
曜
日
に

開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
三
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
三
月
に
若
山

旅
人
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
日
向

市
で
も
県
内
三
番
目
と
な
る
牧
水
顕

彰
会
が
発
足
す
る
な
ど
昨
年
と
は
少

し
感
じ
が
違
う
牧
水
祭
と
な
り
ま
し

た
。　

午
前
九
時
か
ら
歌
碑
祭
が
行
わ

れ
、
東
村
吉
市
氏
が
牧
水
の
歌
を
朗

詠
す
る
中
、
巫
女
を
つ
と
め
た
坪
谷

中
学
校
の
寺
田
由
加
さ
ん
と
黒
田
成

▲灘酒を行う巫女の寺田さんと黒田さん

美
さ
ん
が
歌
碑
に
献
酒
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
牧
水
顕
彰
会
長
の
町

長
を
始
め
多
く
の
方
々
が
歌
碑
に
献

酒
を
行
い
、
在
り
し
日
の
牧
水
を
偲

び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
会
場
を
ふ
る
さ
と
の

家
に
移
し
、
牧
水
を
偲
ぶ
会
を
行
い

ま
し
た
。
偲
ぶ
会
で
は
顕
彰
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
小
・
中
・
高
二

般
合
わ
せ
て
千
百
九
十
六
人
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
短
歌
の
入
選
者
表
彰
や

坪
谷
小
学
校
児
童
に
よ
る
牧
水
の
歌

の
合
唱
が
あ
り
、
最
後
に
「
牧
水
の
こ

こ
ろ
」
と
題
し
て
伊
藤
一
彦
氏
が
講

▲坪小児童の合唱

演
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
「
牧

水
が
派
手
な
も
の
で
は
な
く
名
も
な

い
よ
う
な
も
の
を
求
め
た
こ
と
、
万

葉
集
に
強
い
影
響
を
受
け
た
こ
と
、

少
年
時
代
か
ら
晩
年
ま
で
海
に
対
し

て
、
恋
に
対
し
て
、
自
然
に
対
し
て
あ

こ
が
れ
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
」

な
ど
牧
水
の
歌
か
ら
内
面
的
な
部
分

に
触
れ
た
内
容
が
主
に
話
さ
れ
ま
し

た
。　

ま
た
、
協
賛
事
業
と
し
て
、
観
光
協

会
主
催
の
写
真
展
の
展
示
・
表
彰
や

野
点
な
ど
も
行
わ
れ
訪
れ
た
人
た
ち

の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　“－隅訂メー噸髭　　　　　で　』∵　　　　叢禰■一一一＿一：羅
▲坪谷中学校の生徒の合唱　　　　　　　　　▲伊藤一彦氏の講演　　　　　　▲一年生で入選したさとうかずきくん
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う
ジ
オ
体
操
会
遇
開
催
（
町
制
施
行
3
0
周
年
記
念
）

　
　
　
本
町
は
、
来
年
四
月
、
町
制
施
行
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と

　
　
し
て
、
八
月
十
三
日
（
木
）
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
毎
朝
放
送
さ
れ
る
夏
期
巡
回
ラ
ジ

　
　
オ
体
操
会
を
開
催
し
、
会
場
と
な
っ
た
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
町
内
外
か
ら
約
千
六
百
名

　
　
が
参
加
し
ま
し
た
。

と
お
盆
休
み
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ

り母
さ
ん
方
、

で
、
幅
広
い
年
代
層
の
方
々
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
、
小
林
町
長
を
は
じ
め
、

山
陰
郵
便
局
の
池
北
局
長
、
宮
崎
県

ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
会
長
の
塩
見
氏
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
体
操
講

師
の
輪
島
直
幸
氏
の
指
導
で
体
を
ほ

ぐ
し
た
あ
と
、
い
よ
い
よ
本
番
。
六

時
半
か
ら
全
国
に
向
け
て
、
元
気
よ

く
体
操
を
す
る
様
子
が
実
況
中
継
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
ふ
る
さ
と
市
場
も
開
設

さ
れ
、
新
鮮
な
野
菜
や
ミ
カ
ン
、
だ
ん

ご
な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
体
操
終
了
後
あ
っ
と
い
う
間
に

売
り
切
れ
、
生
産
者
の
方
も
大
忙
し

で
し
た
。
ま
た
、
N
H
K
に
よ
る
○
×

ク
イ
ズ
や
輪
島
氏
に
よ
る
ラ
ジ
オ
体

操
の
講
習
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
み
ん

な
す
が
す
が
し
い
空
気
を
胸
一
杯
に

吸
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
当
日
参
加
し
た
四
脚
の
方
に
感
想

を
聞
い
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

こ
の
日
は
、
天
気
も
良
く
、
夏
休
み

、
小
中
学
牲
鴇
馨
飢
蕪

r
　

　
　
　
　
温

〉
　
　
男
一

…、

圏
ﾙ
　
r
臨
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
回
田

　
町
政
三
十
周
年
記
念
と
い
う
こ
と

で
、
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い
ラ
ジ
オ

体
操
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と

を
再
認
識
す
る
い
い
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。

森田和子さん
　（鶴野内）

　
さ
わ
や
か
な
空
気
を
吸
っ
て
と
て

も
す
が
す
が
し
い
気
分
で
し
た
。
体

操
講
師
の
輪
島
先
生
の
話
も
お
も
し

ろ
く
楽
し
く
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

直野美幸さん
（福小5年）

山本大志くん
（越小2年）

　
今
日
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

と
お
姉
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
来
ま

し
た
。
少
し
眠
か
っ
た
け
ど
体
操
は

頑
張
り
ま
し
た
。

塔
、

3

，
▲
」
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今
日
は
お
父
さ
ん
と
来
ま
し
た
。

と
き
ど
き
ラ
ジ
オ
体
操
は
し
て
い
ま

す
が
、
楽
し
い
の
で
好
き
で
す
。

▲ふるさと市場は大盛況▲マスコットと一緒にパチリ

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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東臼杵郡民体育大会第37回

～牧水の里に郡内のアスリート達が集う～

凶
『
、

町長▲歓迎のあいさつを鑛罐四四
▲堂々の入場行進

　
八
月
三
十
日
目
日
）
、
本
町
の
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
三
十
七
回
東
臼

杵
郡
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
郡
民
の
連
帯
と
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
町
は
甲
斐

善
重
郎
団
長
の
も
と
、
総
勢
5
0
名
の

選
手
、
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の

ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
開

会
式
で
は
東
臼
杵
郡
体
育
協
会
長
の

田
原
氏
（
南
郷
村
長
）
が
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
次
に
地
元
町
長
の
小
林
町
長

が
歓
迎
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。
選
手
宣
誓
は
、
東
郷
町
選
手

団
の
主
将
を
つ
と
め
た
仲
深
の
寺
田

新
一
さ
ん
が
東
臼
杵
郡
十
ヶ
町
村
の

選
手
団
を
代
表
し
力
強
く
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
団
長
の
甲
斐
善
重
郎
氏

が
、
長
年
体
育
協
会
長
を
務
め
た
功

績
と
東
臼
杵
郡
の
体
育
の
向
上
に
寄

与
し
た
と
い
う
こ
と
で
体
育
功
労
者

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
町
選
手
団
は
地
元
開
催
と
い
う

こ
と
で
5
月
か
ら
練
習
に
取
り
組

み
、
大
会
に
の
ぞ
ん
だ
結
果
、
女
子
の

部
が
2
位
、
男
子
の
部
が
7
位
、
総
合

で
4
位
と
い
う
成
績
で
、
昨
年
の
総

合
9
位
か
ら
大
き
な
躍
進
を
見
せ
ま

し
た
。
個
人
成
績
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
1
位
】

　
中
学
女
子
伽
m
リ
レ
ー
　
5
6
秒
7

（
橋
口
美
里
、
稲
田
春
菜
、
橋
口
久
美

子
、
佐
藤
の
ぞ
み
）
、
男
子
E
砲
丸
投

げ
　
1
2
m
6
5
㎝
　
小
川
勝
正
、
女
子

共
通
走
り
幅
跳
び
　
4
m
1
9
㎝
　
斧

由
美【

2
位
】

　
男
子
B
走
り
幅
跳
び
　
5
m
5
5
㎝

寺
原
知
憲
、
女
子
D
㎜
m
　
1
5
秒
0

那
須
則
子
、
女
子
B
珊
m
　
1
4
秒
7

斧
　
由
美
、
男
子
A
m
m
　
1
1
秒
9

東
村
光
教
、
女
子
共
通
走
り
高
跳
び

一
m
3
6
㎝
　
佐
藤
ま
ゆ
み

【
3
位
】

　
男
子
共
通
5
、
0
0
0
m
　
1
8
分

04

b
1
7
海
野
達
也
、
男
子
B
㎜
m

12

b
3
　
若
杉
健
司
、
一
般
女
子
㎝

m
リ
レ
ー
　
5
9
秒
9
（
斧
　
由
美
、
黒

木
真
奈
美
、
那
須
フ
ミ
ヨ
、
那
須
則

子
）
、
男
子
A
走
り
幅
跳
び
　
5
m
3
1

㎝
　
田
村
厚
二
、
男
子
共
通
走
り
高

跳
び
　
一
m
6
3
㎝
　
ヘ
イ
ミ
ッ

シ
ュ
・
プ
レ
ス
ト
ン
、
男
子
G
砲
丸

投
げ
　
1
3
m
1
9
㎝
　
田
辺
英
雄

：紬乏

匙
妻～

閑暇三
顧煙

▲選手のみなさん

　　　「響
　　　　　　コ

　　　魂

　　　　　嚢

▲ラストスパート

　　㍉「

も▲ムカデ競争でも健闘

㍗
ド

．、一一礎寵威撃璽舷・7等
　▲踏み切りもばっちり

ジ

▲こψぼう抜きとはこのこと

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく捻務課情報係⑭2111㈹まで〉
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　　　　　　「すごい暑さだなあ」それが東郷町にきて始めての印象でした。ニュージーランドの8月は

　　　　　冬でたいへん寒いときですので、30℃以上の暑い日に東郷町に着いてびっくりしました。それ

　　　　　から日本の虫にもびっくりしました。ニュージーランドの虫に比べて非常に大きいからです。

　　　　　ほかにもいろいろと驚くことがありますが、今後生活をしていく中でニュージーランドとの

違いや似ているところなど、そのつどこの紙面で紹介していきたいと思います。

　私も東郷町に来て一ヶ月以上がたちましたが、生活にもだんだん慣れてきました。今後は東郷町のみなさ

んと一緒にふれあう機会をたくさんつくりたいと考えています。そのためにみなさんが参力口しゃすいイベ

ント等を積極的に開催していこうと思っていますので、そのときはみなさん気軽に参加してください。

　私の経験からいうと日本人は外国人を見たら怖がるような傾向があるようです。なぜでしょうか。うまく

コミュニケーションがはかれないと思っているからでしょうか。そんなことはありません。たとえ言葉が通

じなくても心は通じ合えるはずです。みなさん自信を持って外国人と接してみてください。東郷町には私し

か外国人はいませんので町で見かけたら気軽に声をかけてください。日本語でもジェスチャーでも何でも

OKです。私も少しでも多くの町民のみなさんと仲良くなり、心の交流ができるよう願っています。

　これからこの紙面で簡単な英会話を紹介していきたいと思います。ぜひ覚えて私に会ったときにでも

使ってみてください。

　HAMlSH’S

日本語

こんにちは

ありがとう

ようこそ

おげんきですか

さようなら

私の名前は　　です。

ミニ

英語
HellO

Thank　YOu

WelcOme

How　Are　YOu（P

Good　Bye

My　name　is　　。

ENGL　lSH　講座

　　　　　マオリ語（＊）

　　　　　Ki　Ora　　　　　（キ・オラ）

Ka　Pai　　（カ・パイ）

Haere　Mae　（ハエレ・マエ）

Kei　Te　Pehea　Koe　（ケイ・テ・ペヘア・コエ）

E　NOhO　Ra（工・ノホ・ラ）

KO　　　　　AU（コ　　　アウ）

＊マオリ語と言うのはニュージーランドの原住民の言葉です。今でも使われています。また、表題の

　「Te　Aka　Kumara」はマオリ語で情報通信という意味です。

　　　　　　鞘ど枇り噌

認定
現
況
と
今
後
の
課
題

　
現
在
経
営
と
し
て

は
、
水
稲
に
ハ
ウ
ス
と

露
地
の
胡
瓜
を
二
四
〇

ア
ー
ル
、
ハ
ウ
ス
胡
瓜

　
今
月
は
静
臥
の
植
野

栄
二
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。 植野栄二さん

（寺迫）

の
後
作
に
茄
子
、
冬
場
に
千
切
り
大

根
を
六
〇
ア
ー
ル
ほ
ど
の
複
合
で
の

経
営
を
や
っ
て
い
ま
す
。
特
に
ハ
ウ

ス
胡
瓜
は
、
や
り
始
め
て
十
年
程
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
中
心
に
両
親

と
三
人
で
仕
事
を
分
担
し
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
雇
用
は
入
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ハ
ウ
ス
胡
瓜
に
つ
い
て
は
管
理

の
こ
と
等
を
考
え
て
も
家
族
労
働
力

で
で
き
る
の
は
三
〇
ア
ー
ル
が
限
度

（
現
在
約
二
十
ア
ー
ル
）
だ
と
考
え

ま
す
。

　
現
在
の
状
況
把
握
と
細
か
な
経
営

管
理
は
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
も
そ
れ
を
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
「
ど
ん
ぶ
り
勘
定
」
で
農
業
は

や
っ
て
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
面
の
研
修
会
に
は
特
に
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
流
通

面
で
も
今
ま
で
の
流
通
だ
け
で
な

く
、
契
約
栽
培
や
値
決
め
方
式
等
を

取
り
入
れ
、
経
済
効
果
の
上
が
る
や

り
方
を
農
家
自
身
が
考
え
る
時
期
だ

と
思
い
ま
す
。

　
経
営
面
で
は
、
今
の
胡
瓜
を
周
年

出
荷
体
制
に
す
る
こ
と
で
す
が
、
問

題
と
な
る
の
が
夏
秋
時
期
で
、
過
去

を
考
え
て
も
価
格
変
動
の
激
し
い
季

節
で
す
の
で
定
時
・
定
量
・
高
品
質

に
出
荷
す
る
こ
と
と
流
通
方
法
を
考

え
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
目
標
達
成
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
努
力
す
れ
ば
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
で
す
の
で
、
現
在
の
認
定
農
業

者
に
な
ら
れ
て
い
る
方
と
と
も
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
係
機
関
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
戸

　
栄
二
さ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
園
芸
（
胡

瓜
）
を
主
幹
作
物
と
し
て
取
り
組
み
、

自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
新
技

術
を
駆
使
し
て
、
よ
り
大
き
な
展
望

を
開
こ
う
と
し
て
値
決
め
等
に
よ
る

契
約
栽
培
、
出
荷
で
新
し
い
型
の
農

業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
ま
た
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
収
集
を

取
り
入
れ
経
営
管
理
に
も
挑
戦
し
、

　
迫
野
内
の
佐
藤
初
義
さ
ん
は
、
現

在
肉
用
牛
繁
殖
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
東
郷
町
和
牛
振
興
会
長

や
日
向
地
区
和
牛
改
良
組
合
長
を
歴

任
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
長
年
に
わ

た
り
東
臼
杵
郡
全
体
の
和
牛
改
良
と

生
産
向
上
の
た
め
に
貢
献
し
て
き
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
全
国
和
牛
登
録

協
会
五
十
周
年
記
念
功
労
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
受
賞
し
た

こ
と
を
素
直
に
喜
び
、
今
後
も
増
頭

意
欲
を
絶
や
さ
ず
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

義
さ
ん

よ
り
近
代
化
を
進
め
、
限
り
な
い
夢

の
実
現
へ
と
遭
書
し
て
い
る
経
営
者

で
あ
る
。
親
父
は
、
「
人
任
せ
で
は
な

く
、
自
分
か
ら
新
し
い
技
術
に
挑
戦

し
、
作
る
だ
け
で
は
な
く
市
場
等
の

研
修
を
十
分
や
り
、
開
拓
す
べ
き
で

あ
る
」
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。
親
は
後

継
者
を
見
守
り
、
後
継
者
は
親
の
思

い
を
察
し
、
夢
の
あ
る
農
業
を
開
こ
う

と
し
て
お
ら
れ
る
専
業
農
家
で
あ
る
。

　
き
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
勢
ふ
日
の
あ
り
て
続
け
ゆ
く
農
の

喜
び
を
縁
に
妻
と
語
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

鳳
仙
花
は
じ
け
散
る
実
の
い
さ
ぎ
よ
し

心
の
欝
の
晴
る
る
思
ひ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

す
す
き
の
穂
今
年
は
早
き
野
辺
の
道

木
陰
に
白
き
蝶
の
集
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

人
込
み
の
町
を
ゆ
き
つ
つ
孤
独
な
る

こ
の
寂
し
さ
を
今
日
は
思
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

デ
イ
ケ
ア
に
六
月
通
ひ
来
し
妻
は

担
当
の
名
を
い
ま
に
知
る
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

思
ひ
が
け
ず
頂
き
し
短
歌
の
賞
の
楯

部
屋
に
飾
り
て
喜
び
の
沸
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

綺
麗
ご
と
ば
か
り
で
過
ぎ
る
世
に
あ
ら
ず

心
の
狭
く
老
い
の
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

さ
は
や
か
な
風
ふ
き
と
ほ
る
部
屋
た
の
し

ギ
ヤ
マ
ン
の
風
鈴
音
の
や
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

咲
き
誇
る
庭
の
花
々
に
集
ひ
来
る

蝶
に
も
花
の
好
み
あ
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
戸
敷
裕
子

群
れ
て
飛
ぶ
と
ん
ぼ
の
羽
の
光
る
夕
べ

幼
き
日
々
に
思
ひ
の
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

宅
配
便
の
車
行
き
交
ふ
山
里
も

車
の
公
害
を
言
ふ
べ
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

お
の
ず
か
ら
土
手
を
這
ひ
の
ぼ
る
朝
顔
の

ピ
ン
ク
の
花
に
露
の
き
ら
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

初
盆
の
迎
え
火
を
宵
は
や
く
焚
く

幼
き
日
の
吾
を
亡
き
母
を
恋
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

古
希
過
ぎ
て
ひ
と
り
続
く
る
ジ
ョ
ギ
ン

グ
に
夕
の
風
の
い
っ
か
秋
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

東
臼
杵
郡
市
品
評
会
（
9
三
期
）

▽
雌
の
部
（
仔
牛
）

仲
深
：
水
野
藤
雄

　
　
　
　
　
　
あ
や
ね
号
　
弐
等
賞

　
　
（
血
統
：
安
平
・
糸
田
・
奥
高
）

迫
野
内
：
黒
木
ク
ニ
カ

　
　
　
　
　
す
ず
は
な
号
　
弐
等
賞

（
血
統
：
安
平
・
糸
秀
・
第
7
糸
秀
）

福
　
瀬
：
関
野
安
弘

　
か
つ
よ
し
の
2
の
5
号
　
参
等
賞

　
（
血
統
：
上
福
・
隆
桜
・
糸
印
2
）

▽
去
勢
の
部
（
仔
牛
）

田
　
野
：
稲
田
継
男

　
　
　
　
　
　
森
幸
号
壱
等
賞

（
血
統
：
隆
桜
・
安
幸
土
井
・
菊
森

土
井
）

団
体
成
績
第
9
位

▽
育
成
の
部

福
瀬
：
塩
月
秀
幸

　
　
　
　
　
も
も
え
2
号
　
壱
等
賞

　
　
（
血
統
：
糸
秀
・
隆
美
・
秀
安
）

団
体
成
績
第
6
位

児
湯
郡
市
品
評
会
（
9
月
目
）

▽
雌
の
部
（
仔
牛
）

寺
迫
：
海
野
　
直

　
　
　
あ
き
ま
つ
み
2
号
　
弐
等
賞

　
　
（
血
統
：
安
平
・
糸
秀
・
隆
美
）

畜
産
だ
よ
り

ノ

　
9
月
期
和
牛
仔
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
仔
牛
5

頭
、
育
成
牛
1
等
が
出
品
し
て

い
ま
す
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　勿鞍どうご’，璽■

▲題「楽しかった夏休み」

　寺迫　山之口の

岩切優輝くん（年中児）

父：岩切繁尚さん

母：　幸子さん
○好きな食べ物は何ですか？

　スパゲッティ

○好きな遊びは何ですか？

　ブランコのくつとばし

○大きくなったら何になり

　たいですか？

　ロケット屋さん

、 搾

　寺迫　山之口の

福元実樹男くん（年中児）

父：福元伸二さん

母：　　章子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　すいか

O好きな遊びは何ですか？

　ブランコのくつとばし

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　消防士
▲題「先生の顔」

寺
寺
壱
尋
尋
尋
条
壱
管
条
寺
二
二
二
条
舎
菅
寺
霊
寺
条
条
壱
条
条
条
菅
条
条
豪
尋
条
母
尋
寺
舎
壱
条
尋
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
尋

巌一街の話題
　夏休みの思い出
　（坪谷地区季節児童クラブ）

　今年の夏休み期間中、坪谷、

越表小学校の1．2．3年頃13

人を対象にした季節児童クラブ

が開設されました。これは、小

学生低学年の育成指導を目的と

しており、工作やゲーム交流、

読書やビデオ鑑賞、社会見学な

ど盛りだくさんの内容だったよ

うですが、中でも「おじいちゃ

ん・おばあちゃんとのゲート
ボール」では珍プレーの続出で、

とても楽しい1日を過ごしたよ

うです。

　また、児童クラブの指導者を

勤めた坪谷の戸敷裕子さんは元

小学校の先生とあって、さすが

に活動中は子供達との息もピッ

タリ、「みなさんとふれあいが出

来、とても楽しい時間が過ごせ

ました」と閉所式で語ってくれ
ました。

　
爾
稟
聾

輝
ゑ
　
　
　
¢

　
　
竃
、

駐
在
所
だ
よ
り

　…姻…
99

　の……
999999

　姻㎝”

飲
食
物
へ
の
毒
物
混
入
の

未
然
防
止
に
つ
い
て

　
去
る
七
月
二
十
五
日
和
歌
山
市
内
、
八
月

十
日
新
潟
市
内
に
お
い
て
飲
食
物
に
毒
物

等
が
混
入
さ
れ
る
事
件
が
連
続
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
九
月
一
日
長
野
県

内
の
ス
ー
パ
ー
で
は
青
酸
化
合
物
が
混
入

さ
れ
た
ウ
ー
ロ
ン
茶
缶
が
陳
列
台
に
お
か

れ
、
そ
れ
を
購
入
し
て
飲
用
し
た
男
性
が
死

亡
す
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
件
は
、
き
わ
め
て
悪
質
で

あ
り
、
か
つ
、
模
倣
性
が
強
く
、
さ
ら
に
各

地
に
波
及
す
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。
各

種
行
事
等
で
飲
食
物
を
提
供
す
る
場
合
に

毒
物
が
混
入
し
、
ま
た
混
入
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
十
分
な
注
意
を
払
い
、
事
件
の

未
然
防
止
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
祭
り
等
で
飲
食
し
た
あ
と
、
吐
き

気
、
め
ま
い
、
腹
痛
な
ど
の
特
異
な
症
状
が

あ
る
場
合
は
飲
食
の
現
場
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

商
店
等
に
お
か
れ
ま
し
て
も
自
主
警
戒
と

商
品
点
検
等
の
強
化
に
つ
い
て
万
全
を
期

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
向
警
察
署

　
圃
〇
九
八
二
一
五
三
1
0
一
一
〇

小
野
田
地
区
を
地
域
安
全

モ
デ
ル
地
区
に
指
定

　
東
郷
町
生
活
安
全
条
例
で
あ
る
東
郷
町

安
全
な
町
づ
く
り
条
例
に
基
づ
い
て
、
こ
の

ほ
ど
東
郷
町
で
は
小
野
田
地
区
を
地

域
安
全
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
地
域
安
全
活
動
は
、
地
域
住
民
の
自

主
的
な
活
動
を
基
盤
と
し
て
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
地
域

安
全
モ
デ
ル
地
区
は
地
域
安
全
活
動

の
指
標
と
な
る
地
域
を
指
定
し
、
警

察
、
市
町
村
等
関
係
機
関
・
団
体
が
連

携
し
て
、
そ
の
地
域
内
の
住
民
に
よ
る

自
主
活
動
を
促
進
し
、
住
民
生
活
の
安

全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果

を
他
の
地
域
に
発
展
普
及
さ
せ
る
目

的
で
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
地
域
安
全
モ
デ
ル
地
区
に
あ
っ
て

は
、
警
察
署
、
防
犯
連
絡
所
等
が
協
議

し
て
、
防
犯
連
絡
所
を
補
佐
す
る
犯
罪

防
止
、
少
年
健
全
育
成
、
弱
者
保
護
、

防
災
等
の
各
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
を
選

定
し
、
防
犯
連
絡
所
を
中
心
に
各
リ
ー

ダ
ー
が
地
区
内
に
お
け
る
地
域
安
全

活
動
を
企
画
・
立
案
し
て
実
施
し
、
地

域
住
民
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
し

て
、
一
層
地
区
内
、
ひ
い
て
は
町
内
の

安
全
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
小
野
田
地
区
で
は
、
各
分
野
の
リ
ー

ダ
ー
も
選
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

各
種
の
地
域
安
全
活
動
が
企
画
・
立
案

さ
れ
実
施
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

民
の
一
人
一
人
が
積
極
的
に
こ
の
地

域
安
全
活
動
の
各
種
行
事
に
参
加
し

て
さ
ら
に
安
全
で
住
み
よ
い
東
郷
町

づ
く
り
の
た
め
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

⑨鞘8こ’う

町
史
編
纂
室
だ
よ
り
①

　
町
史
編
纂
室
で
は
、
決
定
し
た
印

刷
業
者
に
原
稿
を
依
頼
し
、
現
在
校

正
ま
で
の
段
取
り
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
ち
が
い
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
非
常

に
神
経
を
使
う
作
業
と
な
り
ま
す

が
、
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
今
月
も
県
史
編
纂
室

の
永
井
先
生
に
町
の
歴
史
に
つ
い
て

執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

…
島
津
氏
時
代
の
山
陰
…

｝
城
主
と
上
井
覚
兼
の
狩
…

　
天
正
四
年
暮
、
伊
東
氏
が
日
向
を

追
わ
れ
た
あ
と
日
向
国
の
島
津
氏
支

配
の
責
任
者
は
、
家
老
で
宮
崎
城
主

で
あ
っ
た
上
井
覚
兼
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
天
正
七
年
頃
ま
で
に
は
山
陰
城

主
と
し
て
吉
田
右
衛
門
佐
清
長
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
島
津
氏
に
と
っ
て

三
島
（
門
川
・
塩
見
・
画
聖
屋
）
は
、

北
の
要
地
と
し
て
重
視
し
て
い
た
。

塩
見
城
主
に
上
井
郷
里
の
妹
智
吉
利

下
総
守
忠
澄
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の

も
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
三

城
を
補
佐
し
た
の
が
山
陰
城
で
あ
っ

た
。　

上
井
覚
兼
は
こ
の
地
方
の
経
営
の

た
め
、
巡
視
を
も
怠
ら
な
か
っ
た
。
天

正
十
三
年
四
月
六
日
、
三
城
辺
で
の

狩
り
と
称
し
て
宮
崎
城
を
た
ち
、
九

日
に
塩
見
に
着
き
、
十
日
早
朝
の
狩

り
で
は
、
坪
受
方
な
ど
を
含
む
狩
人

千
人
を
動
員
し
て
、
猪
、
鹿
五
十
頭
ほ

ど
を
得
て
い
る
。
十
二
日
に
は
山
影

（
山
陰
）
へ
む
け
て
細
島
を
出
立
し

て
い
る
が
、
十
三
日
は
雨
で
、
山
陰
城

主
に
よ
る
も
て
な
し
を
受
け
、
俳
譜
、

連
歌
で
時
を
過
ご
し
て
い
る
。
十
四

日
に
は
、
早
朝
か
ら
狩
を
行
い
、
思
い

の
ほ
か
大
き
い
猪
と
鹿
を
得
て
い
る

が
、
塩
見
城
主
が
猪
に
か
ま
れ
る
と

い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
夜
は
、
広
瀬
（
福
瀬
）
に
泊
ま
っ

て
い
る
。
翌
日
も
狩
を
行
い
、
こ
の
夜

は
「
ひ
た
う
」
（
日
田
尾
）
に
泊
ま
る

が
、
山
陰
衆
（
山
陰
城
下
に
住
む
武
士

達
）
が
酒
肴
を
も
っ
て
訪
れ
て
い
る

し
、
ま
た
、
山
陰
城
主
吉
田
清
長
も
酒

を
届
け
て
い
る
。
次
の
日
は
、
帰
途
に

つ
い
て
「
そ
や
原
」
（
こ
こ
は
高
城
1
1

現
木
城
町
の
支
配
下
）
を
経
て
「
津

濃
」
の
松
原
を
帰
っ
て
い
る
。

　
戦
国
時
代
の
こ
と
で
狩
に
名
目
を

つ
け
て
、
そ
の
軍
事
体
制
、
各
城
主
の

政
治
状
況
を
こ
の
よ
う
に
し
て
見

回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
野
瀬
の
広

瀬
や
日
田
尾
が
狩
場
（
狩
倉
）
に
近
い

通
路
沿
い
の
集
落
と
し
て
あ
っ
た
こ

と
を
知
る
。

｝…｝
介護保険制度解説③
介護保険給付の対象者は要介護状態または
要支援状態にある人です。

　・介護保険からサービスを受けられるのは、身体

上または、精神上の障害があるために、入浴、排

泄、食事などの日常生活について常に介護が必要

な状態（要介護状態）にあるか、または家事や身

じたくなど、日常生活に支援が必要な状態、要介

護状態になるおそれがある状態（要支援状態）に

ある人です。

　・40歳から64歳までの人（第2号被保険者）に

ついては、初老期痴呆、脳血管障害などの老化に

起因する病気によって介護などが必要になった状

態であることが要件です。

サービスを利用するときは、町に要介護認定

を申請します。

　・介護保険のサービスを受けるためには、要介護

状態にあるか、または要支援状態にあるかどうかと、

介護の必要度（要介護度）を判定するため、町に

要介護認定の申請を行います。

　・認定されると、申請日以降に利用したサービス

について保険給付が受けられます。

　・介護保険のサービスは、平成12年4月1日か

らスタートするため、要介護認定の申請受け付け

ば、平成11年10月から始める予定です。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
「
上
つ
瀬
と
下
つ
瀬
に
居
り
て

を
り
を
り
に
　
呼
び
交
は
し
つ
つ

父
と
釣
り
に
き
」

　
牧
水
公
園
前
の
坪
谷
川
に
牧
水
橋

が
架
か
っ
て
い
ま
す
が
、
牧
水
記
念

館
側
の
欄
干
の
青
銅
板
に
記
さ
れ
て

あ
り
、
昭
和
六
十
年
十
月
に
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
生
家
の
前
を
流
れ
る
坪
谷
川

に
は
鮎
が
多
く
生
息
し
て
お
り
、
牧

水
の
「
お
も
ひ
で
の
記
」
に
よ
る
と
、

幼
少
の
頃
の
遊
び
は
殆
ど
自
然
を
相

手
と
し
た
も
の
で
、
川
遊
び
は
、
水
泳

の
ほ
か
に
鮎
か
け
、
う
な
ぎ
取
り
、
ふ

し
い
だ
と
り
等
を
し
て
川
に
親
し
ん

で
い
ま
す
。
中
で
も
、
鮎
か
け
は
特
に

好
ん
だ
釣
り
の
よ
う
で
す
。

　
こ
の
歌
は
、
昭
和
二
年
、
牧
水
が
四

十
二
歳
（
死
の
前
年
に
あ
た
る
）
の
時

に
詠
ん
だ
も
の
で
、
人
生
の
終
わ
り

に
あ
た
っ
て
ふ
る
さ
と
の
川
で
鮎
釣

り
を
楽
し
ん
だ
少
年
時
代
を
懐
か
し

く
思
い
お
こ
し
て
の
歌
で
あ
り
ま

す
。
牧
水
は
「
鮎
つ
り
の
思
い
出
」
と

し
て
二
十
五
首
詠
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
中
の
一
首
で
第
十
五
歌
集
「
黒

松
」
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
つ
瀬

と
下
つ
瀬
に
分
か
れ
て
声
を
か
け
合

い
な
が
ら
鮎
を
釣
っ
た
父
と
の
思
い

で
の
歌
で
す
。
牧
水
は
中
学
三
年
（
明

都
　
甲
　
欣
　
一

治
三
十
五
年
）
の
日
記
に
「
七
月
二
十

四
日
、
晴
、
今
日
極
目
テ
父
ト
鮎
ヲ
釣

ル
、
半
日
ノ
得
物
二
十
四
疋
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
の
調
子
は
、
実
に
自
然
で

な
め
ら
か
で
あ
り
、
父
と
の
暖
か
い

交
流
が
感
じ
ら
れ
て
ほ
の
か
な
も
の

■
が
胸
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
あ
り

ま
す
。
（
東
郷
町
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　鞘ど弓ご’り壁1

第
3
3
回

　
　
町
民
体
育
大
会

蕩
　
　
　
の
大
会
で
す
の
で
、

　
　
　
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
▽
日
時
　
1
0
月
1
8
日
目
日
）

　
　
　
▽
開
会
　
午
前
8
時
3
0
分
開
会

　
　
　
▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

ン
　　　　　お知らせ
《インフォメーショ

　
「
相
集
い
拓
こ
う
明
日
の
東
郷
町
」

　
2
年
に
一
度
の
町
民
の
体
育
の
祭

典
、
町
民
体
育
大
会
は
、
平
成
6
年
度

か
ら
台
風
襲
来
な
ど
の
理
由
に
よ
り

開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
4
年
越
し

　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
ぜ
ひ

第
1
6
回
産
業
文
化
祭

《
即
売
等

　
　
　
※
詳
し
く
は
各
家
庭
に
配
布
い
た
し

　
　
　
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
引
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
産
業
文
化
祭
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
内
容
も
盛
り
だ
く

さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
近
所

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
平
成
1
0
年
1
0
月
3
1
日
置
土
）

　
　
　
　
～
1
1
月
1
日
（
日
）

▽
会
場
　
東
郷
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　
　
ド
、
中
央
公
民
館
ほ
か

▽
主
な
催
し
物

　
歌
謡
シ
ョ
ー
、
グ
リ
ー
ン
博
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
に
よ
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
公
民
館
演
芸
大
会
、
各
種

コ
ー
ナ
ー
・
展
示
、
農
林
産
品
展
示

わ
か
り
に
く
い
道
路
標

識
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
1
0
月
1
日
～
7
日
ま
で
は
、
全
国

道
路
標
識
週
間
で
す
。
こ
の
週
間
は
、

現
在
の
道
路
標
識
の
設
置
状
況
や
表

示
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後
の

標
識
の
整
備
に
役
立
て
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
身
近
に
あ
る
道
路
標
識
に
つ
い

て
、
表
示
内
容
が
お
か
し
い
、
文
字
が

小
さ
い
等
わ
か
り
に
く
い
標
識
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
先
　
宮
崎
市
橘
通
東
2
丁
目

10

ﾔ
1
号
　
宮
崎
県
土
木
部
道
路
保

全
課
「
標
識
B
O
X
係
」

魍
0
9
8
5
1
2
6
1
7
1
8
3

ま
た
は
、
最
寄
り
の
土
木
事
務
所
、
西

臼
杵
支
庁
土
木
課
「
標
識
B
O
X
係
」

里
親
に
な
っ
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か

　
十
月
は
、
「
里
親
を
求
め
る
運
動
月

間
」
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
家
庭
で
養
育

さ
れ
な
い
子
供
が
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
子
供
を
預
か
っ
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
。

　
里
親
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
お
近

く
の
児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
ま

で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
児
童
相
談
所

団
0
9
8
2
1
3
5
－
1
7
0
0

●
福
祉
事
務
所

圃
0
9
8
2
1
3
2
1
6
1
2
2

法
人
土
地
基
本
調
査
・

法
人
建
物
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　
1
1
月
に
、
全
国
の
4
9
万
の
法
人
を

対
象
に
「
法
人
土
地
基
本
調
査
及
び

法
人
建
物
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
我
が
国
の
法
人

に
お
け
る
土
地
の
所
有
や
利
用
の
状

況
、
建
物
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
調

査
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
は
統
計

資
料
と
し
て
公
表
さ
れ
る
ほ
か
、
土

地
政
策
の
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料

な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
法
人
の
皆
様
に
は
、
1
0

月
末
ま
で
に
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
し
て
、

11

獅
R
0
日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

図
書
室
だ
よ
り

　
町
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
中
に
図
書

室
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
率
が
少
し

低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
第
1
・
3
・

5
土
曜
日
、
年
末
年
始
以
外
は
毎
日

開
い
て
い
ま
す
の
で
、
秋
の
夜
長
に

読
書
は
い
か
が
で
す
か
。

☆
新
刊
の
紹
介

・
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）
　
浅
田
次
郎

著
　
直
木
賞
受
賞
作
品
で
す
。
涙
が

出
る
ほ
ど
の
感
動
で
す
。

・
ひ
と
鉢
か
ら
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

N
H
K
出
版
　
今
は
や
り
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
。
参
考
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
“
ひ
と
鉢
”
を
素
敵
に
し

て
く
れ
ま
す
。

・
1
0
分
置
ん
と
う
謝
レ
シ
ピ
　
一
場

き
ぬ
子
忌
　
毎
日
の
お
弁
当
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
お
母
さ
ん
。
時
短
テ

ク
・
バ
リ
エ
で
あ
な
た
も
お
弁
当
名
人
。

・
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
」
シ
リ
ー
ズ

原
ゆ
た
か
著
　
怪
盗
ゾ
ロ
リ
の
大
活

躍
が
お
も
し
ろ
お
か
し
く
書
か
れ
た

作
品
。
子
供
に
ウ
ケ
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
。

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
1
0
月
2
0
日
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

▽
日
時
　
1
0
月
2
1
日
（
水
）
1
0
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
越
表
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
2
0
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
六
期

　
　
　
　
納
期
は
十
一
月
二
日
ま
で

難
路

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
9
月
7
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
胎
脂
の
橋
ロ
ピ
サ
子
さ
ん
か
ら

（
岩
夫
さ
ん
・
6
8
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
遅
出
ク
マ
さ
ん
か
ら

（
保
さ
ん
・
8
3
歳
逝
去
）

◎
年
表
の
山
崎
マ
チ
子
さ
ん
か
ら

（
竹
雄
さ
ん
・
8
0
歳
逝
去
）

◎
国
労
の
直
野
ヤ
ヨ
イ
さ
ん
か
ら

（
忠
さ
ん
・
7
1
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
川
上
岩
美
さ
ん
か
ら

（
マ
ス
ミ
さ
ん
・
5
9
歳
逝
去
）

◎
田
野
の
田
原
千
春
さ
ん
か
ら

（一

`
さ
ん
・
4
6
歳
逝
去
）

般
寄
付

　
八
重
原
の
福
畑
昇
さ
ん
か
ら
快
気

祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
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所
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亡
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田 橋 川 橋
氏

原 口
上

口

一
マ

山
ス 石

義 保 ミ 夫
名

46 83 59 68 年

歳 歳 歳 歳 齢

田 羽 仲 寺 住

野 坂 深 迫 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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